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第 20 回定時株主総会の質疑応答概要について 

 

 本年６月 24 日開催の当社第 20 回定時株主総会について、その実施概要および株主様と

の質疑応答の概要について、以下の通りご報告いたします。 

 

 

１.定時株主総会実施概要 

 

 開催日時  2022 年６月 24 日（金）午前 10:00 

 開催場所  東京都千代田区内幸町一丁目１番１号 

       帝国ホテル本館２階 孔雀の間 

 所要時間  １時間 28 分（前回：１時間９分） 

 出席株主数  190 名（前回：83 名） 

 

 

２.株主様との質疑応答の概要 

 

１）第７次中期経営計画の達成に向けた課題と対策について 

【回答】 

21 年度の連結業績には一過性の利益が含まれているため、さらなる収益改善が必要と

認識しており、鉄鋼事業において構造改革による固定費削減や労働生産性の向上や歩留

まり改善等のコスト削減にくわえ販売価格の改善、高付加価値商品の比率拡大等の諸施

策を確実に進めてまいります。また、ウクライナ情勢等の環境変化に対しても可能な限

り早期に対応することにより、第７次中期経営計画の達成は可能であると考えておりま

す。 

 

２）ＪＦＥスチール東日本製鉄所京浜地区に生息する猫について 

【回答】 

 川崎市当局や川崎市獣医師会会員病院等の協力を得ながら、川崎市の推奨する地域猫

活動に取り組んでおり、今後もこの活動を地道に進めてまいります。 

 

３）上場子会社について 

【回答】 

  上場子会社３社のうち、ＪＦＥコンテイナーについては、既に完全子会社化し上場を

廃止する方針を決定しております。ＪＦＥシステムズ、ジェコスについては上場意義の

検証を行い、引き続き上場を維持することを確認しております。 

2022 年７月７日 

ＪＦＥホールディングス株式会社 
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４）ＪＦＥスチール東日本製鉄所池上地区の土地問題について 

【回答】 

池上地区については、空き家撤去等の防災・保安上必要な措置を最優先に講じながら、

会社資産として適正な活用、管理を図るための現実的な方策を整理すべく、行政、町内

会等の関係者との間で協議を進めており、引き続き行政当局とも連携しながら法的な手

続を進め空き家の撤去等の活動に取り組んでまいります。 

 

５）株価水準について 

【回答】 

現状の株価は低い水準にあると認識しており、第７次中期経営計画で掲げた諸施策を

完遂して安定的な収益力を確保するとともにカーボンニュートラルに向けた技術開発を

推進しその進捗を示すことにより株式市場からの信頼を回復し、企業価値の向上、株価

の改善を図ってまいります。 

 

６）配当について 

【回答】 

  第７次中期経営計画においては配当性向 30%程度を基本方針としております。研究開発

等の将来的な支出を想定した配当水準の見直しについては貴重なご意見として承ります。 

 

７）ＪＦＥの競争力について 

【回答】 

  構造改革による固定費削減に加え第７次中期経営計画で掲げている鉄鋼事業の「量か

ら質への転換」を完遂することにより、高付加価値商品の比率を高めるとともにその価

値をお客様に認めていただき販売価格を改善させること等により、国内外の競合他社に

劣らない競争力を確保できると考えております。 

 

８）グローバリゼーションと経済安全保障について 

【回答】 

  グローバリゼーションの危機をふまえ経済安全保障の重要性が増していることから今

後の企業経営に際しては国際情勢を常に注視しながら国や地域ごとに対応を進めてまい

ります。 
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９）事業ポートフォリオについて 

【回答】 

  企業価値向上の観点から事業ポートフォリオの在り方を常に経営課題として認識して

おり、経営環境の変化をふまえてポートフォリオの見直しは必要に応じて行うものの、

現時点においては、鉄鋼、エンジニアリング、商社を中心としてＪＦＥグループの事業

シナジーを最大限に発揮することに注力する方針としております。 

 

 

以 上 


